
平成 20（2008）～24（2012）年度 催事一覧

 参加費の記載のないものは、入館料のみで参加できるもの。記載のあるものは入館料を含む。 

 

（１）こども向け事業 

①なつやすみ映画会 

概 要：「ミッキーマウスのキャンピングカー」など夏休みにぴったりの

こども向け映画を上映。平成 22年度よりスタート。 

対 象：小学校低学年・未就学児童(親子参加) 

実施日・参加者数： 

平成 22年(2010)７月 24日(土)（全２回、こども 24名＋保護者 19名） 

平成 23年(2011)７月 23日(土)（全２回、こども 28名＋保護者 19名） 

平成 24年(2012)７月 28日(土)（全２回、こども 22名＋保護者 20名） 

②なつやすみダンボール工作コーナー 

概 要：梱包資材であるダンボールで機関車・トラック・貨物船を作る。 

対 象：幼児～小学校 6年生(小学校３年生までは保護者同伴) 

参加費：材料費 100円 

実施日・参加者数： 

平成 20年(2008)８月 24日(日)（こども 16名＋保護者 18名） 

平成 21年(2009)８月 16日(日)（こども 66名＋保護者 62名） 

８月 23日(日)（こども 63名＋保護者 61名） 

平成 22年(2010)８月 14日(土)（こども 60名＋保護者 58名） 

８月 24日(土)（こども 51名＋保護者 40名） 

平成 23年(2011)８月 13日(土)（こども 81名＋保護者 80名） 

８月 20日(土)（こども 43名＋保護者 44名） 

平成 24年(2012)８月 11日(土)（こども 82名＋保護者 80名） 

８月 18日(土)（こども 63名＋保護者 69名） 

③クリスマス・サンタクロース映画会 

概 要：プレゼントを「運ぶ」サンタクロースをテーマにした映画「サ

ンタのおくりもの SANTA’S TOYS」など毎回２作品を上映し、サ

ンタがこどもたちにプレゼントを渡すイベント。 

対 象：小学校低学年・未就学児童(親子参加) 

実施日・参加者数： 

平成 20年(2008)12月 20日(土)（全２回、こども 40名＋保護者 23名） 

平成 21年(2009)12月 20日(日)（全２回、こども 34名＋保護者 31名） 

平成 22年(2010)12月 18日(土)（全２回、こども 22名＋保護者 24名） 

平成 23年(2011)12月 17日(土)（全２回、こども 30名＋大人 29名） 

平成 24年(2012)12月 22日(土)（全２回、こども 25名＋保護者 18名） 

 

（２）一般むけ事業 

①学生向け体験講座「美術品の梱包・入門(陶器)編」 

概 要：梱包の専門家を講師に招き美術品梱包の初歩を体験するもの。

日本通運㈱美術品事業部協力。博物館学芸員資格を取得中の大

学生や、博物館関係者などが参加。平成 23年度のみ「入門（陶

器・絵画）編」として実施。 

参加費：500円 

実施日・参加者数： 

平成 22年(2010)８月 19日(木)（全２回、31名） 

平成 23年(2011)８月 10日(水)（全１回、21名） 

平成 24年(2012)８月 22日(水)（全２回、24名） 

②古文書講座 

概 要：外部から講師を招き、江戸時代の旅や物流に関する古文書を読

解するもの。 

講 師：交通史研究会（現・交通史学会）前会長 増田 廣實 先生 

参加費：500円(１回毎) 

実施日・参加者数： 

平成 22年(2010)10月２・16・30日、11月６・20日、12月４日の土曜

日（全６回・のべ 138名） 

平成 23年(2011)11月５・19日、12月３日、１月７・21日、２月４日

の土曜日（全６回・のべ 109名） 

平成 24年(212)10月 6･20日、11月 3･17日、12月 1･15日の土曜日(全

６回・のべ 102名) 

  

（３）共催事業 

①幕末明治の鉄生産と輸送Ⅱ 

共催団体：産業考古学会鉱山金属分科会・映像記録分科会 

実施日：平成 21年(2009)4月 18日(土) 

参加者数：39名 

概 要：1.講演｢幕末・明治初期の上手岡鉄山“鉱石たたら”遺跡と関連

文書｣(三瓶秀文氏) 

2.講演｢塙の鍬鍛冶集団と南部鉄｣(渡邉ともみ氏) 

3.上映｢車輪の焼き嵌めクハ 600森林鉄道｣(解説：長島節五氏) 

上映｢船釘鍛冶和船造船用釘｣(解説：長島節五氏) 

参加費：500円（資料代含む） 

②映像で見る日本のモダニズム建築 

共催団体：東京産業考古学会映像記録分科会・産業考古学会映像記録分

科会 

実施日：平成 21年(2009)6月 20日(土) 

参加者数：32名  

概 要：1.｢建築家 村野藤吾氏プロフィール紹介｣(桂俊太郎氏) 

2.上映「森五商店東京支店ビル」 

3.講演「文化財保存を可能する商業ビルにおけるメンテナンス」 

       (近三商事代表・旧森五商店東京支店ビルオーナー・森隆氏) 

     4.上映「東京女子大学」 

参加費：500円（資料代含む） 

③講演会 幻の建造船を追って 

共催団体：産業考古学会船の分科会・東京産業考古学会 

実施日：平成 21年(2009)７月 25日(土) 

参加者数：27名 

概 要：1.｢伊達政宗が石巻で建造した慶長遣欧使節船の「技術」と「志」｣ 

     (石巻専修大学理工学部・若月昇氏)  

    2.｢明治の川蒸気船・通運丸建造をめぐる謎｣ 

     (物流博物館学芸員・玉井幹司) 

参加費：500円（資料代含む） 

④講演会 文書資料と鍛冶遺跡からみた江戸の鉄の流通 

共催団体：産業考古学会鉱山金属分科会 

実施日：平成 21年(2009)９月５日(土) 

参加者数：37名 

概 要：1.｢故鉄の回収とその利用｣ (千葉工業大学・寺島慶一氏) 

2.｢鍛冶遺跡の分布と使用の原料鉄｣ 

       (豊島区教育委員会・橋口尚志氏、成田涼子氏) 

3.｢武家屋敷跡にみる鍛冶活動の性格｣(佐々木稔氏) 

参加費：500円（資料代含む） 

⑤講演会 近代文化遺産と産業遺産 ―東京文化財研究所の取組み― 

共催団体：東京産業考古学会 

実施日：平成 22年(2010)２月 13日(土) 

参加者数：41名 

講 師：東京文化財研究所 近代文化産業遺産研究室長 中山俊介氏 

概 要：1990 年代から産業遺産の調査・保存・普及事業を進めている独

立行政法人国立文化財機構・東京文化財研究所のこれまでの取

組み、今後の方向性等について。 

参加費：500円（資料代含む） 

⑥講演ならびに上映会「荒川区の伝統工芸技術の映像化について」 

共催団体：産業考古学会鉱山金属分科会・映像記録分科会、 

東京産業考古学会 
実施日：平成 22年(2010)５月 29日(土) 

参加者数：32名 

概 要：講演－荒川区教育委員会 八代 和香子氏 

    上映－「鍛金 長澤金次郎」 

    講演－日本鋳金家協会顧問・鋳物師 菓子 満氏 

    上映－「鋳造 菓子満」 

参加費：700円（資料代含む） 

⑦産業技術史映像上映会 

共催団体：産業考古学会映像記録分科会･鉱山金属分科会･電気と機械分

科会 

実施日：平成 24年(2012)5月 26日(土) 

参加者数：24名 

概 要：1上映「たたら 日本古来の製鉄」(制作：長島節五氏) 

2上映「Ｃ５７ボイラー搭載作業」(制作：長島節五氏) 

参加費：1000円 

⑧十勝の鉄道史写真展 

共催団体・会場：帯広百年記念館 

実施日：平成 24年(2012)10月 6日(土)～11月 4日(日) 

入場者数：約 2000人 

概 要：近代化遺産全国一斉公開事業の一環として、十勝地方の鉄道の

あゆみを写真で紹介 

⑨内航海運って何？ 

共催団体：日本内航海運組合総連合会 

実施日：平成 25年(2013)3月 23日(土)～6月 30日(日) 

概 要：日本内航海運組合総連合会との共催展。さまざまな内航船とそ

の構造、環境問題と内航船、船員の生活など、暮らしと産業を

支える内航船について楽しく紹介。 

 


